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現地における

粘土鉱物の

迅速分析

について

蜜克が謹

粘土鉱物は他の鉱物とちがい現地で鉱看の肉眼鑑定が

きわめて困難匁ため試料を持ち帰って実験室でその

化学組成鉱物組成をは篶め耐火度その他必要抵諸性

質を調べ匁ければ松ら放かった止さきに汀鉱麻調憲に

直結したキレｰト分析｣(石灰石･ドロマイトの分析法･･

地質ニュｰス71号･1960-7)｢ドロマイト資源調査1二お

1ナる現地分析｣･･(地質二.ユｰス100号･1962-12)などで

紹介され淀ように粘土鉱物も現地で迅速分析を行た

うことができれば即座にある程度鉱石の性質カミわかり

それによって鉱床の変化を追跡し探査方向を定められる

しまた現地でだいたい鉱床の価値を判断することが

できる｡そのため従来から現地での迅速分析が強く

要望されていた由

しかし粘土の分析紀はこれ紀必要枚諾設備(た&え

ば試料融解のためのガス電気炉などの熱源種尋の測定計

器ドラフトなど)を現地で整えることは困難であり化

学天秤の輸送組み立てもむずかしくその上分析に要

する時間カミ長いのでなかなか実現しなかった.ところ

が最近分析機器の急速恋発達有機試薬などの進歩に

より分析方法も飛躍的に発展してきたので一部のも

のについての現地分析が可能となってきた.

まず第一に大きな問題と狂っていた化学天秤の輸送で

あるがこれは室内で員常実験は使用している化学天秤

と同じ精度の小型直示天秤(刈かハト社製1則6

型･重量8㎏･写真参照)を購入したことにより発泡性

スチロｰル樹脂のケｰスに入れて輸送し現地で娩較的

山頭貞子

掬剃ζ組み立てることがで慧るように扱った｡その他

携帯用光電化色計1携帯用閉メｰタｰなどの利用プ

猿バンガスの普及扱とで分析操作が行ないやすくな

り有害ガスの発生する薬品をさけ重量分析法を容量

分析法に切り換えることによって分析の迅速化と精度

の向上をはかり粘土の主成分であるシリカ･アルミナ

･強熱減量の3成分についてある程度満足すべき結果

を得ること淋できた.

迅蟻分概蛾樽概略

現地で行扱りている迅速分析法の概略は鶏工図のよ

うであ乱この方法と比較するため従来法の概絡を

錦蝪図に掲げた(後記撚末法との比較参照)封

分桁操作

分析操作を各成分についてやや詳しく述べる刊

試料の分解

粉末試料O.10009と粒状水酸化ナトリウム約3gとを

ニッケルルツボにはかりとり電熱器上で静かに熱して

水分を完全ぽ揮散したのちバｰナｰで加熱し内容物

が暗赤色を呈し分解したたらぱ約1分間で加熱をやめ

放冷する･ルツボをポリエチレン製ビｰカｰ(300榊4)

紀入れ水を加えて溶出しメスフラスコ(250燃虜)に移し

裸線までうすめよくふり漢ぜる曲

シリ釣(s拠邊)

試料潜液串にわずかに沈殿があるときは乾燥同紙でビｰカ

州に剛鐙し潟液をピペット(蛎燃遂)でメスフラスコ(五00

燃虜)に分取する､こ扱に指示薬黛㌶緊(パラニトロフェノ

ｰル)溶液(0.2拍)1滴をカ回え呈した黄色を3N硫酸を徐徐

に加えて無色としたのちさらに5〃｡4過剰に加える.水で

約90榊4にうすめたのちモリブデン酸アンモニウム溶液(10形)

5腕4を加え水を標線まで加える.規定時間(室温10T

で約25分20Tで約5分30.Cで約3分)後携帯用光電

化色賛柵周い44腕没フィルタｰで吸光度を測定する.あ
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らかじめシリカ標準溶液第1図遡連法

第三ξ蟻㌧い

篭警潜､

分取し指示薬PNP溶蜘1･!1`山｡･

液1滴を加え塩酸HC1(1

+1)で中和後過剰に5

物名加える.これに酢

酸アンモニウム溶液(25

%)10吻4と指示薬Cu-
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PAN2～3滴加え加批上ヒω彦
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熱する.一EDTA
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標準溶液を桃色が黄色と

なるまでピｰユレットか

ら加え再び加熱する.

もとった桃色をさらにE

DTAを滴加して黄色と

する.これをくり返
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第2図従来法
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し加熱しても桃色にもどらない点を終点とし滴定に要した量

から次式によりアルミナの量を算出する.

�

O.51x了而EDTA滴定量(伽1)

25×100≡アルミナ%

試料O･一9X亙

強熱減鐘

粘土鉱肩の強熱減量は化合水のほか有機物の分解炭酸塩

の分解による炭酸ガスの放出硫化物の分解による亜硫酸ガス

の放出などであるがプロパンガスバｰナｰで30分間強熱し

この減量を強熱減量とする.

従来法との比較

一見すればわかるように迅速法は操作が簡単なため

分析に要する時間が短くてすむ.仮に10コの試料につ

いてシリカとアノレミナを定量する場合従来法ではシリ

カのみの定量に3～4目を要しとくにアルミナを定量

するにはアノレミナ･酸化鉄･酸化チタン･酸化マンガ

ン｡リン酸の含量を求め酸化鉄･酸化チタン･酸化マ

ンガン･リン酸をそれぞれ別に定量して含量より差し

引いた残りをアルミナとするという間接法をとるため

さらに数目を分析に要する.ところカミ迅速法では10試

料のシリカとアルミナの定量カミ1目でできる.これは

シリカとアルミナを同一試料溶液から定量できること

アノレミナ定量の際酸化鉄･酸化チタンなどの影響をう

けず直接にアノレミナを定量できることによる.さらに

従来法は操作過程が長いため熟練者でないと結果が

バラツキやすいが迅速法は少しの練習で講でも迅速に

がつ精度のよい結果を得ることカミできる.この迅速法

の標準偏差はシリカ･アルミナ共に±0.2形程度である.
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実際の応用

昭和37年11月岐阜県多治見市大洞地区の耐火粘土鉱

床調査研究の際多治見市の県陶磁器試験場の一室を借

り粘土鉱石の迅速分析を行ない約100二1の試料を分

析し調査研究に役立つことができた.38年度には

土岐市土岐口地区の耐火粘土鉱床研究において上記迅

速分析による試料の化学組成決定の他水簸試験もあわ

せて行ない分離した粘土鉱石の決定も行桂う予定であ

る.

あとが砦

迅速分析法はよる粘土鉱石の主成分であるシリカ･ア

ノレミナ｡強熱減鐙の定量は一応解決したが今後さらに

酸化鉄1酸化チタン1酸化マグネシウム1酸化加レジウ

ムについても迅速定量法を確立すべく員下検討中であ

る.(筆省は技術部化学課)�




